
(57)【要約】

【課題】発光面が鏡面加工された有機ＥＬパネル１１の

場合、その加工ゆえに、未発光時の電子注入電極（陰極

）のパターン３が見えてしまい、該陰極に使われている

金属特有の金属光沢により、未発光時の発光面の見た目

が良くなかった。また、それを解消するために光学機能

フィルムが用いられているが、該光学機能フィルムと該

光学機能フィルムを貼る工程が必要となり、該光学機能

フィルムを貼る工程にコストがかかってしまう。

【解決手段】発光面を鏡面ではない状態、例えばすりガ

ラスの状態にすることにより、有機ＥＬパネル未発光時

の陰極パターン３が発光面より見えにくくなり、該陰極

パターン３の課題を解消するために用いていた光学機能

フィルムが不要となる。そのため、該光学機能フィルム

を貼る工程と該光学機能フィルムを貼る工程に必要であ

ったコストが不要になる。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ガ ラ ス 基 板 を 使 用 し た 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に お い て 、 発 光 面 の ガ ラ ス を 鏡 面 に し な い こ と に
よ り 、 光 学 機 能 フ ィ ル ム を 貼 る 工 程 を 省 略 す る こ と が 出 来 る こ と を 特 徴 と す る 製 造 工 程 の
簡 易 化 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、 特 に 発 光 面 の ガ ラ ス を す り ガ ラ ス 状 に す る こ と を 特 徴 と す る 製 造 工
程 の 簡 易 化 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に お い て 、 す り ガ ラ ス 状 に す る 方 法 と し て 、 発 光 面 に サ ン ド ブ ラ ス ト 加 工 を 施
し た ガ ラ ス 基 板 を 用 い る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 工 程 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ２ に お い て 、 す り ガ ラ ス 状 に す る 方 法 と し て 、 発 光 面 に フ ロ ス ト 加 工 を 施 し た ガ
ラ ス 基 板 を 用 い る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 工 程 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ２ に お い て 、 請 求 項 ３ お よ び 請 求 項 ４ 以 外 の 方 法 で 発 光 面 を す り ガ ラ ス 状 に し た
ガ ラ ス 基 板 を 用 い る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 工 程 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、 発 光 面 を す り ガ ラ ス 以 外 の 例 え ば 特 定 の 凹 凸 の パ タ ー ン ニ ン グ に よ
っ て 鏡 面 で は な い 状 態 に し た ガ ラ ス 基 板 を 用 い る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 工 程 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル 作 成 工 程 の 簡 易 化 、 詳 し く は 、 上 記 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に 使 用 す
る ガ ラ ス 基 板 作 成 お よ び 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル 作 成 時 の 仕 上 げ 工 程 の 簡 易 化 に 関 す る も の で あ る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ は 正 孔 注 入 電 極 お よ び 電 子 注 入 電 極 よ り そ れ ぞ れ 正 孔 お よ び 電 子 が 注 入 さ れ 、
こ れ ら が 有 機 薄 膜 中 を 輸 送 さ れ 、 発 光 層 に お い て 再 結 合 し 励 起 状 態 が 生 じ 、 こ の 励 起 状 態
か ら 発 光 が 得 ら れ る 。 そ の た め 薄 い ガ ラ ス な ど に 上 記 有 機 薄 膜 を 成 膜 し 、 上 記 正 孔 注 入 電
極 お よ び 電 子 注 入 電 極 を 付 け る こ と で 薄 い 面 発 光 体 に す る こ と が 出 来 る 。 ま た 、 有 機 Ｅ Ｌ
は 低 消 費 電 力 で あ る こ と や 視 野 角 が 広 い 発 光 体 で あ る か ら 、 面 光 源 と し て の 製 品 化 が 活 発
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
上 記 製 造 方 法 で 作 成 し た 場 合 、 電 子 注 入 電 極 に 透 明 電 極 を 用 い な い 限 り 、 有 機 Ｅ Ｌ 未 発 光
時 、 ま た は 未 発 光 の 部 分 は 電 子 注 入 電 極 （ 陰 極 ） の パ タ ー ン が 見 え て し ま い 、 例 え ば 該 陰
極 に Ａ ｌ と い っ た 金 属 を 使 用 し て い る 場 合 、 該 陰 極 に 使 用 し た 金 属 の 色 や 金 属 光 沢 の た め
、 未 発 光 時 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 見 た 目 を 悪 く し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 例 え ば Ｉ Ｔ Ｏ の よ う な 透 明 電 極 の 場 合 、 金 属 の 電 極 に 比 べ 電 気 抵 抗 が 高 く な っ
て し ま い 、 電 力 の 消 費 が 大 き く な る た め 、 低 消 費 電 力 と い う 有 機 Ｅ Ｌ の 特 徴 が 失 わ れ て し
ま う 。 ま た 、 電 気 抵 抗 が 高 く な る こ と に よ る 発 熱 の た め 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 効 率 を 低 下 さ
せ て し ま う 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 改 善 策 と し て 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に 、 例 え ば ア ン チ グ レ ア フ ィ ル ム や 円 偏 光 フ ィ ル ム
と い っ た 光 学 機 能 フ ィ ル ム を 貼 る こ と で 対 処 し て い る 例 が あ る が 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に 光 学
機 能 フ ィ ル ム を 貼 る 工 程 が 増 え る 事 、 お よ び 該 光 学 機 能 フ ィ ル ム を 貼 る 工 程 が 増 え る こ と
に よ る コ ス ト 発 生 が 課 題 で あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ７ ６ ７ ３ ０ 号 公 報
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に 使 用 す る ガ ラ ス 基 板 は 、 有 機 Ｅ Ｌ の 特 性 上 成 膜 面 は 鏡 面 加 工 さ れ た も
の を 使 用 す る 必 要 が あ り 、 そ の た め 、 ガ ラ ス 基 板 自 体 が 高 額 に な っ て し ま う 。 そ の 上 、 光
学 機 能 フ ィ ル ム を 貼 る と い う 工 程 と 、 該 光 学 機 能 フ ィ ル ム を 貼 る 工 程 に 必 要 な コ ス ト が あ
る た め 、 こ れ ら の 課 題 を 解 決 す る 必 要 が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に 使 用 す る ガ ラ ス 基 板 の 発 光 面 を 鏡 面 に し な い こ と に よ っ て
、 ガ ラ ス 基 板 作 成 時 の コ ス ト を 抑 え る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 上 記 方 法 に よ っ て 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル 作 成 後 の 陰 極 が 発 光 面 か ら 見 え に く く な り 、
そ の た め 、 光 学 機 能 フ ィ ル ム を 用 い る こ と の な い 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に す る こ と が 出 来 、 パ ネ
ル 作 成 に 必 要 な コ ス ト を 抑 え る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 発 光 面 を 鏡 面 に し な い と 記 し た が 、 鏡 面 に し な い だ け で な く 、 該 発 光 面 を す り ガ ラ ス 状
に す る こ と に よ り 、 よ り 見 た 目 の 良 い 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 す り ガ ラ ス 状 に す る た め に は 、 サ ン ド ブ ラ ス ト 加 工 ま た は フ ロ ス ト 加 工 と い っ た す
り ガ ラ ス 加 工 を 行 う 方 法 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 上 記 す り ガ ラ ス 状 の 他 に 、 発 光 面 に 特 定 の 凹 凸 の パ タ ー ン ニ ン グ を 付 け る こ と に
よ り 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル 作 成 後 の 陰 極 が 発 光 面 か ら 見 え に く く な り 、 光 学 機 能 フ ィ ル ム を 用
い る こ と の な い 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 作 成 す る こ と が 出 来 、 パ ネ ル 作 成 に 必 要 な コ ス ト を 抑 え
る こ と が 出 来 る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 原 材 料 費 お よ び 工 程 を 簡 易 化 す る こ と に よ る コ ス ト
削 減 、 さ ら に 、 光 学 機 能 フ ィ ル ム を 貼 る 工 程 中 の ア ク シ デ ン ト を 防 ぐ こ と が 出 来 る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 形 態 と し て 図 １ ～ ３ を 用 い て 説 明 す る 。 な お 、 本 発 明 は 以 下 の 実
施 形 態 に 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 断 面 図 で あ る 。 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル は ガ ラ ス 基 板 １ に 正 孔 注 入 電 極
（ 陽 極 ） お よ び 正 孔 輸 送 層 お よ び 発 光 層 お よ び 電 子 輸 送 層 お よ び 電 子 注 入 電 極 （ 陰 極 ） を
有 す る 有 機 Ｅ Ｌ 成 膜 層 ２ を 成 膜 し 、 上 記 成 膜 層 に 電 流 を 流 す こ と に よ っ て 有 機 Ｅ Ｌ が 発 光
す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ は 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 発 光 面 が 鏡 面 加 工 さ れ た 状 態 の 概 略 図 で あ る 。 発 光 面 が 鏡 面 加
工 さ れ た ガ ラ ス 基 板 １ １ の 場 合 、 未 発 光 時 は そ の 陰 極 の パ タ ー ン ３ が 発 光 面 か ら 見 え る 状
態 に な り 、 特 に 陰 極 に Ａ ｌ を 使 う 場 合 、 そ の 金 属 光 沢 が 発 光 面 の 見 た 目 を 悪 く し て し ま う
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ の 状 態 に 例 え ば ア ン チ グ レ ア フ ィ ル ム や 円 偏 光 フ ィ ル ム と い っ た 光 学 機 能 フ ィ ル ム
を 貼 る こ と に よ り 、 上 記 金 属 光 沢 に よ る 発 光 面 の 見 た 目 の 悪 さ を 解 消 し て い た 。 し か し 、
上 記 光 学 機 能 フ ィ ル ム を 貼 る 工 程 、 お よ び 上 記 工 程 に コ ス ト が か か る と い う 課 題 が あ っ た
。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 図 ３ は 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 発 光 面 を す り ガ ラ ス 状 に し た 場 合 の 概 略 図 で あ る 。 図 ２ の 鏡 面
加 工 さ れ た 状 態 の ガ ラ ス 基 板 １ １ を す り ガ ラ ス 加 工 さ れ た ガ ラ ス 基 板 １ ２ に 替 え た 場 合 で
あ る 。 こ の と き 、 す り ガ ラ ス の 効 果 の た め 未 発 光 時 に 発 光 面 か ら 陰 極 の パ タ ー ン ３ が 見 え
に く く な り 、 陰 極 の 金 属 光 沢 に よ る 見 た 目 の 悪 さ が 解 消 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 上 記 す り ガ ラ ス の 効 果 の た め 、 光 学 機 能 フ ィ ル ム を 貼 る 工 程 が 不 要 に な り 、 上 記
工 程 に 要 し て い た コ ス ト を 削 減 で き 、 且 つ 、 上 記 工 程 で 不 良 が 発 生 す る と い っ た ア ク シ デ
ン ト を 未 然 に 解 消 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 の 説 明 は 発 光 面 の 鏡 面 加 工 を す り ガ ラ ス 加 工 に 替 え た 場 合 を 例 と し た が 、 上 記 の よ
う な す り ガ ラ ス の 状 態 に 限 ら ず 、 鏡 面 加 工 さ れ て い な い 発 光 面 の ガ ラ ス 基 板 、 例 え ば 特 定
の 凹 凸 を パ タ ー ン ニ ン グ し た 発 光 面 を 持 つ ガ ラ ス 基 板 を 用 い る こ と に よ り 、 陰 極 の パ タ ー
ン の 金 属 光 沢 に よ る 見 た 目 の 悪 さ を 解 消 す る こ と が 出 来 る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 説 明 し た と お り 、 本 発 明 は 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 発 光 面 を 鏡 面 で は な い 状 態 に す る こ
と に よ り 、 例 え ば 照 明 の よ う な 光 源 と し て 使 用 す る 場 合 、 上 記 発 光 面 の 見 た 目 を 有 機 Ｅ Ｌ
の 構 成 に 妨 げ ら れ る こ と な く 使 用 す る こ と が 出 来 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 発 光 面 が 鏡 面 加 工 さ れ た 状 態 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 発 光 面 が す り ガ ラ ス 加 工 さ れ た 場 合 の 概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
１ 　 　 ガ ラ ス 基 板
１ １ 　 ガ ラ ス 基 板 　 鏡 面 加 工
１ ２ 　 ガ ラ ス 基 板 　 す り ガ ラ ス 加 工
２ 　 　 有 機 Ｅ Ｌ 成 膜 部
３ 　 　 陰 極 製 膜 パ タ ー ン
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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摘要(译)

解决的问题：在有机EL面板11的发光表面被镜面加工的情况下，由于该
处理，电子注入电极（阴极）的图案3由于不可见而可见，并且是用于阴
极的金属所特有的金属。 由于光泽，当不发光时发光表面的外观不好。 
此外，尽管使用光学功能膜来解决该问题，但是需要安装光学功能膜和
光学功能膜的步骤，并且安装光学功能膜的步骤是昂贵的。 
SOLUTION：为了通过使发光表面不是镜面（例如毛玻璃的状态）来解
决阴极图案3的问题，当有机EL面板不发光时，阴极图案3变得比发光表
面的可见度低。 不再需要使用的光学功能膜。 因此，不需要粘贴光学功
能膜的步骤和粘贴光学功能膜的步骤所需的成本。 [选择图]图2
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